


































































との条文について、「家人は戸内のもの、 の成員として数へられてゐることは明かである。故に家人は律令制においては独立の戸をなして別居 といふ従来 解釈は誤りであるか、または少くとも不精確な表現 るといはなければならない
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云々といわれる。この点に関する石母田氏の指摘は一見正しいようであるが、よく考えてみると
蹄に落ち いところがある。右の条文で皇親以下家人奴稗 至 までは不課の例として挙げてい のであるから、常識的にいえば、良民の戸内に家人、奴牌が含まれて るの って、家人、奴稗は独立し 戸をなすのでないといってよろしいようにも思われる。ところが、この条の集解朱説が既 注意 いるように、課戸 い、不課戸といっても、その戸の成員の口数は特別 規定されてはいな わけであるから
以一二人以上－可
ν為
ν戸 （ 日 ）








































































































この戸籍の記載とは異なった方式が られねばならぬはずである＠されば いって、この場合は東大寺 ように明白に単首、編首をわけて記したも で ないから、あ いは現実に大豊売には子供がないために たとえ同一家屋内に居住していても 勢力がなく、妹の小豊売をもって編首として親子関係を示したものと考える も のではあるまいか。また附をすなおに見るならば（それが家人たると奴舛たるとを問わず）果してそれが家族形態をなしているものといえるであろうか。筆頭人 十八才でその弟は恐らく双生児であろう十五才の者二名、十才と三才の妹というのでは ずそれは自然的な血縁関係を示したものに過ぎないといえよう。
そもそも戸令第四十条における有名な凡家人所レ生子孫。相承為ニ家人一。皆任本主駈使。唯不レ得一一尽レ頭駈使。及売買一。
との規定中の「不得尽頭駆使」とは義解によれば 仮にもし家人男女十 あれば二、三人は放して家業を ちしむことであると見え、集解釈説もほとんど等しく 古記では百人あ ば六、七十人を駈使し、一家に二人あれば一人を役して一人を免じ、もし三人・あれば二人を役し 一 を免じ＼五人あれば三 を役して二人 免じ、老人は軽い労働をさせる、官戸駈使法については令にその条文 きも家人に準ずベし云々
（立と説明している。
肥君猪手の奴隷三十七日中個別奴埠七口を除けば、一応血縁関係を記したもの三十日となる。そのうちわけ奴十一口、牌十九日であるが、ほとんど労働力として問題にならぬ緑児緑女またはこれに近い類は奴












という様式とにしているのである。こ による 、前者が戸（家）を成さざる単独 個別の奴舛、後者が戸（家）を成している奴牌（あるいは家人）であると考えられる。と ろ この奴舛籍帳の終
配前被僧綱去十月十七日牒倍。造賎籍帳、兵注腹次、限今年十二月以川日以進寛者、今依牒旨、件賎籍帳勘造、貢上如件 均 一 （
ω
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ない。ただ、立法者の理念では、家人はとにかく奴縛 の間にある点では一線を画すべき存在として らえられていたということだけは確かであろう。ただし、それが、唐の部曲に相当する部分を充填すべき存在としての家人なる身分故、そうあらねばならないとしたものである いうことをも妨げない。私はこの戸令第四十条の規定は形式的なものに過ぎなかった の見方をとりたい。し がって法文の上 おいて家人な 身分をつくっても実際上においては、奴細川そのものと変ったところはなかったと考え のである。
例えば、もし家人が奴縛と事実上一線を回しうるごときものであったなら、少くとも法律家によって「行事」とし












療疾者となれるもの、また没官せられた者で戸をなす時以上三つの場合は官戸とせよ。さらに官戸年七十六才以上にならば解放して良民とせよ。但し反逆縁坐の官戸は八十才以上となった時、良とせよ。と見えているわけである。これは労働力として価値の低下せるものを解放の美名の下に生活の資を給与するの費をはぶくのが主眼であったろうが、一面からいえば多年の労苦に酬いる意もなかったと いえなかろう。もっとも、 それ自体の十年間は事実上老竿でじゅうぶんな労働ができない まに生活の資を官から与えられているとすれば むしろ恵まれた期間というべきかも知 ない。
そこでもし、このような一般には官有奴隷に特有とされている年齢によ 解放が私有奴隷にも適用され、私 牌の





他ではおのおのその賞金を半減すべし、との規定（鈎）が思い合わせられ 。但しこ 条の義解では、官私「奴縛」 いっているのであるから、「即知家人 非也」 解して る。しかしながら、こ 家人は奴縛 は別の存在 り 頭
ケニン
からきめ かかった解釈であった ではなかろうか。あるいは想像が許されるならば既に中世的な家人 あり方に多少の影響をうけた法律家が当然家人は奴稗とは異質のも たるべきを感じて 解釈であったと いえよう。
そうして現存している奴埠売買の文書には このような高齢者は 応姿を見せておらないから、この点から みす












は果してこれを含んでいたのである 。また奴稗売買に この口分田はそのまま買主に引渡されることになっていたのであろうかどうかと言いかえてもよろしい。この点口分田 引きわたしは従来日明のことがらのように扱われて来たけれども、私は疑問に思う。動産ならば知 ず、不動産を附属物として買主が取得するというようなことは距離的に見て不可能な場合が多 ったろうと考えられる 例え 前にも述べた戸令集解絶貫条穴説 例挙した常陸国の家人奴稗が京の人の とに
売
りわたされる場合など常陸国においてどの程度班田が実施せられたかは別として、まず本人
の身柄が京に移された時、口分田が家人奴稗について買主の所有に移り、買主が何人かに賃租せしめるか、あるいはこれを実際上は他に私売するとい ように取り計らったと考えるべきであろうか。それともこの私奴牌 口分田（不税田であるから一般 口分田 は性格 異にしている）は一旦収公され 新主人のも に移動した後、その新しい附貫地で口分田を改めて班給をうけたのであろ か。勿論、奴隷 居住地が買主の近ぞであるならば問題はないであろうし、またある程度の距離 ところで、掘っ立て小屋であ にせ 、住居を構えていたと考えら る奴隷はそ ままで所有権のみが移転したであろう。
天平十九年の「法隆寺伽藍縁起井流記資財帳」に見える大倭国十市部、山背国宇遅郡にある家人奴埠のごときはこ
の類であろう。しかるにこれらの家人奴稗の口分田については、例 ば薗地についてではあるが、












































































恥前其家人奴縛身死。有二財物 其子孫応レ分者 亦准一一此法一 恥後
としている。これらの示すところによれば、即ち 縛は明らか 、衣服以外 私有財産をもっていたといえる。それは恐らく、布吊の類や装身具、若干 穀類などであったろう。それ 西欧古典古代の奴隷の所有せる司
o g
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